
第１１回四国水問題研究会からの経過報告 資料－２

○平成２１年５月２５日（月）に、井原会長代理より、事務局代表の四国地方整備局長へ「中間とりまと
め」報告書の提出が行われました。

○今後は、「中間とりまとめ」の内容を、「フォーラム」の開催等を通じて、四国４県の住民の皆様の共
通通認識となるように分かりやすく広報を実施していきます。

○関係機関、関係者と連携して、様々な取り組み検証等を行っていきます。

井原会長代理より提出 「中間とりまとめ」報告書

第１１回四国水問題研究会からの経過報告

○平成２１年６月２６日（金）に「四国水のフォーラム」が高松サンポート合同庁舎アイホール２Ｆ大会

議室において、四国水問題研究会によりとりまとめられた「中間とりまとめ」の内容について、分か

りやすく広報し、四国４県の住民の皆様の共通の認識となることを目的に開催されました。

○パネルディスカッションでは、「豊かで安全・安心な四国を引き継ぐために」と題して、井原健雄香川

大学名誉教授、池田弘子(株)人間科学研究所代表取締役、七戸克彦九州大学大学院法学研究院

教授、那須清吾高知工科大学社会システム工学科教授、板東美千代ＮＰＯ法人新町川を守る会副

理事長の四国水問題研究会の委員をパネリストとして、四国４県相互理解の大切さ、適切な情報

提供が必要、水問題の解決に向けた具体策の提示などについて、活発な議論が行われました。

開催状況
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（１）は じ め に

四国水のフォーラム パネルディスカッション

（２）情報共有の効果や意義、

受け手側の「欲しい情報」

四国水のフォーラム パネルディスカッション



①水問題の真の問題は一人一人が水問題に危機感をもっていないこと。

四国水のフォーラム パネルディスカッション

○人間自身が生き延びられなくなる、という危機感が薄い。

○蛇口をひねればふんだんに水が出る水環境

○人はみな自分の所に流れてくる水には関心があるが、

自分の所から流れていってしまう水には無神経。

②一体水は誰のものなのか？

○湧き水ブームとエゴロジー

○水の大切さを実感できるのは「限りがあること」に気づいた時

情報共有の意義＆効果について

四国水のフォーラム パネルディスカッション

③水環境や節水意識を高め、情報を共有するためには？

○スローガンや議論だけでは心に届かない。行動こそ求められている。

○「節水意識」「排水知識」の啓蒙。 家庭での食べ物のカスや油分が水質悪化

○４県で水環境の向上や節水のための「共通目標」「目標指数」を設定してはどうか。
各県が努力してその実績を発表し、どの県が一番頑張ったかを競争し、四国の水環境
問題を全国に発信しながらＰＲしていく。

○いろいろな手段、方法、技術利用を共有する仕組みが出来れば、各々の立場で協力
できるのではないか。

④住民への伝え方

○住民は「本当のところどうなの？」「実態はどうなの？」が知りたい。

○「節水にご協力を」だけでなく「適切な時に適切な情報」が欲しい。

○データ重視よりもイメージが膨らむような表現を。

⑤やはり、最後は自然に感謝する、水の恵みに感謝する心



（３）地域の利害得失と四国全体での

社会経済的な評価

四国水のフォーラム パネルディスカッション

四国の水を通じた幸福の増大は、
相互理解と納得から始まる。

那須清吾

高知工科大学

四国水のフォーラム パネルディスカッション



水源地 受益地
【環境】
・早明浦ダム（濁水）

【治水】
・早明浦ダム（洪水調節）

【利水】
・水力発電

・早明浦ダム（水源）

【環境】
・早明浦ダム等の水量

【その他】
・早明浦ダム（交流）

・連携（水源地－受益地）

【治水】
・ハード対策
（堤防整備、内水対策）

・ソフト対策
（ハザードマップ、土地利用規制等）

【利水】
・自己水源（徳島県、香川県）

・水利用（効率化）

・水利用（節水）【その他】
・感謝（嶺北地域等） 【環境】

・吉野川等の水質

ポイント：水源地と受益地、上流と下流はより密接な関係で繋がっていることを
知らないといけない。

地域社会からの水事情の相互関係

早明浦ダムの属性間及び
関連する属性との関係

対立の関係

補完の関係

四国水のフォーラム パネルディスカッション

ポイント：社会の発展、水利用の変化、価値観の多様化と意識の向上により
より密接な関係へと変化している。

利水 治水

環境

・自己水源（徳島県、香川県）
・水利用（効率化）
・水利用（節水）

安全度 渇水調整

・水力発電

・早明浦ダム（水源）
（不特定用水、新規用水、発電用水）

・早明浦ダム（交流）
・連携（水源地－受益地）

・吉野川等の水量

・早明浦ダム（洪水調節）

・早明浦ダム（濁水）
・感謝（嶺北地域）

安全度

地球環境 河川環境

・ハード対策
（堤防整備、内水対策）

・ソフト対策
（ハザードマップ、土地利用規制等）

・吉野川等の水質

機能面からの水事情の相互関係

早明浦ダムの属性間及び
関連する属性との関係

対立の関係

補完の関係

四国水のフォーラム パネルディスカッション



四国全体の利益を最大化する方法

●具体的に相互の価値観の理解と、
納得できる合理的な道筋を得ること。

●道筋が具体的に、どの様な恩恵が何所に
齎されるのか示すことが必要。

●水源地と受益地、治水、利水、環境の相互関係
を具体的な情報基盤で共有すること。

●情報基盤により、問題を具体的に構造化し、
具体的な評価に基づく課題解決の方法を導出。

四国水のフォーラム パネルディスカッション

具体的な道筋を導く方法

●水問題は社会問題である。
1) 水源地と受益地の関係を構造化する。
2)治水、利水、環境の関係を構造化する。
3)工学的モデルと社会経済モデルをつなぐ。

⇒真に必要な情報の共有と相互理解

●将来を見据えれば、気候変動がもたらす、
水害パターンの変化、水資源量の変化も
予測する取組みが必要である。

四国水のフォーラム パネルディスカッション



流域経営の理念

気候変動モデル 水文モデル 適応策 社会経済評価

四国水のフォーラム パネルディスカッション

●個々の地域で固有の社会的便益、負担の存在

⇒個々の関係を見ていては、

全体利益が見えていない、知らない。

流域経営の理念
（便 益）

●洪水被害軽減

●農業・産業・生活活動リスク軽減

●農業・産業活動規模の確保
●環境の保全・創造

⇒上流と下流、流域外、
⇒便益と負担、
⇒広域性、間接性、

受益者

受益者 負担者

利用者

四国水のフォーラム パネルディスカッション



●流域全体の望ましい姿、利益を見せながら、
協力することで、全体利益が最大化できる。

⇒まず、全体利益の最大化を考えましょう。

●個々の受益社・負担者の持続的関係を構築。
⇒相互理解、譲り合うことで利益を得る。

流域経営の理念

四国水のフォーラム パネルディスカッション

（４）吉野川の治水・利水安全度

――全国比較と施策のあり方

四国水のフォーラム パネルディスカッション



吉野川の治水・利水安全度
――全国比較と施策のあり方

九州大学大学院法学研究院教授

七戸克彦

四国水のフォーラム パネルディスカッション

吉野川の治水安全度

水系 
流域面積 
（km2） 

流域内人口

（千人） 

想定氾濫区域内 

治水安全度 計画降雨量 面積 
（km2） 

人口 
（千人） 

資産 
（億円） 

人口密度 
（人/km2） 

石狩川 14,330 2,498 1,495 840 101,553 562 1/150 260mm/3日

阿武隈川 5,400 1,379 511 441 57,918 863 1/150 251.6mm/2日

最上川 7,040 999 481 237 30,899 492 1/150 166mm/2日

利根川 16,840 12,142 2,526 4,820 631,755 1,908 1/200 319mm/3日

多摩川 1,240 3,571 101 1,222 182,324 12,095 1/200 457mm/2日

鶴見川 235 1,753 34 301 44,469 8,861 1/150 405mm/2日

富士川 3,990 1,135 237 459 69,862 1,937 1/150 394mm/2日

常願寺川 368 28 145 272 45,407 1,876 1/150 497.5mm/2日

安倍川 567 174 67 381 55,405 5,685 1/150 383mm/24時間

矢作川 1,830 693 209 361 56,749 1,725 1/150 321mm/2日

庄内川 1,010 2,461 277 1,544 238,778 5,574 1/200 376mm/24時間

淀川 8,240 10,853 644 4,782 821,364 7,425 1/200 302mm/2日

紀の川 1,750 689 120 365 47,771 3,031 1/150 440mm/2日

吉野川 3,750 641 282 449 58,002 1,593 1/150 440mm/2日

筑後川 2,860 1,091 616 690 88,419 1,120 1/150 512mm/48時間

 

四国水のフォーラム パネルディスカッション



治水対策の制度設計

Ⅰ 設計哲学――防災か，減災か

Ⅱ 構造の選択・整備の優先順位

Ａ ダム

ⅰ 整備――①新規建設

②既存施設の改築等

ⅱ 運用――①単体での運用改善

②ダム連携・統合運用

Ｂ 河道整備

ⅰ 堤防

ⅱ 堰

四国水のフォーラム パネルディスカッション

堤防整備の遅れ
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　　全国直轄河川における堤防の未整備率は、16.2％に対して、四国の未整備率は25.2％と全国一遅
れている！

未整備率＝暫々定堤防（HWL以下堤防延長等）/整備必要延長＊100　　2004河川便覧より作成

全国直轄河川の地域別堤防未整備率
未整備率（％）

60% 70% 80% 90% 100%

肱川

吉野川

淀川

（近畿圏）

木曽川
（中部圏）

荒川下流

（首都圏）

江戸川
（首都圏）

整備率

未整備率

四国水のフォーラム パネルディスカッション



河川整備計画における堤防整備

四国水のフォーラム パネルディスカッション

治水安全度1/10地区

航空レーザー測量を活用した治水安全度評価

四国水のフォーラム パネルディスカッション



吉野川の利水安全度
石狩川

岩木川

最上川

名取川

利根川

荒川

相模川

信濃川

手取川

木曽川

豊川

矢作川

淀川

太田川

吉野川

筑後川

17年に1回程度

6年に1回程度

25年に1回程度

30年に1回程度

2年に1回程度

3年に1回程度

4年に1回程度

6年に1回程度

37年に1回程度

3年に1回程度

4年に1回程度

4年に1回程度

13年に1回程度

3年に1回程度

2年に1回程度

1/5 1/10 1/15 1/251/20

利水安全度

吉野川

1/30 1/401/35

四国水のフォーラム パネルディスカッション

利水対策1/2：恒常的対策

Ⅰ 水資源の新規開発

Ａ 新規ダム建設

Ｂ 海水淡水化

Ⅱ 水資源の移入（輸入を含む）

Ⅲ 水資源の再分配

Ⅳ 節水

四国水のフォーラム パネルディスカッション



水資源の再分配問題

四国水のフォーラム パネルディスカッション

利水対策2/2：渇水時の緊急対策

Ⅰ 水利調整の協議（河川法53条）

• 「渇水調整協議会」の設置指導（昭和49年3月2日河政発第26号河川局

長通達「渇水対策の推進について」）

→ 「吉野川水系水利用連絡協議会」

Ⅱ 水融通（河川法53条の2）

四国水のフォーラム パネルディスカッション



施策決定の方法

• パターナリズム（父権主義）から

インフォームド・コンセント（自己決定）へ

1.行政は，具体的な選択肢（Ａ案・Ｂ案・Ｃ案……）を提
示し，それぞれのメリット・デメリットにつきインフォー
ムする（説明責任を果たす）。

2. 流域住民は，十分な説明を受け，納得したうえで自
己決定する。なお，住民自治から生じた損害は自己
責任（保険によるリスク拡散等でカバー。住民自治
である以上，行政に頼るのは矛盾行動）。

四国水のフォーラム パネルディスカッション

行政による施策提示の具体例

整備内容
昭和28年規模の洪水が
発生した場合の被害

事業費
事業費に対する

国県以外の負担の有無

水源地対策特別措
置法に基づく水源地

整備の有無

水源地対策特別措
置法に基づく水源地
整備の受益者負担

【Ａ案】
２４０m3/s河道
（現況河道）

・堤防の補強
・橋梁改築（危険橋梁の改築）

・氾濫面積： 約46.2km2
・氾濫区域内人口： 約43,000人
・床上浸水危険戸数： 約13,000戸
・床下浸水危険戸数： 約1,000戸

約５０億円
・町負担有り
（危険橋梁の改築費用）

・無し ・無し

【B案】
３３０m3/s河道
（整備目標３３０m3/s）

・堤防の補強
・平常時水面より上部の掘削
・橋梁改築（危険橋梁の改築）
・一部堰の改築・撤去

・氾濫面積： 約34.5km2
・氾濫区域内人口： 約37,000人
・床上浸水危険戸数： 約9,200戸
・床下浸水危険戸数： 約2,900戸

約１００億円
・町負担有り
（危険橋梁の改築費用） ・無し ・無し

【C案】
５００m3/s河道
（整備目標５００m3/s）

・堤防の補強
・極限までの河道内掘削
（単断面化）

・一部区間での引堤
・橋梁改築（危険橋梁に加え、
一部引堤に伴う橋梁の改築）
・潮止め堰（ガタ土進入防止
堰）の設置
・ほとんどの堰の改築、撤去

・氾濫面積： 約30.8km2
・氾濫区域内人口： 約28,000人
・床上浸水危険戸数： 約5,800戸
・床下浸水危険戸数： 約3,000戸

約５５０億円
・町負担有り
（危険橋梁の改築費用） ・無し ・無し

【D案】
３３０m3/s河道＋ダム
（整備目標６９０m3/s）

・堤防の補強
・河道内水面より上部の掘削
・城原川ダムの建設
・橋梁改築（危険橋梁の改築）
・一部堰の改築・撤去

無し

約５８０億円
（３３０m3/sまで約１００億＋ダム
約４８０億）
※全体事業費約１，０２０億円の
内、治水分約４８０億円を計上

参）治水単独ダムの場合
約８１０億円
（３３０m3/sまで約１００億＋ダム
約７１０億

・町負担有り
（危険橋梁の改築費用）

・有り
・受益市町村の負担
有り
・個人負担無し

四国水のフォーラム パネルディスカッション



（５）四国人としての意識醸成につながる

交流活動の意義

四国水のフォーラム パネルディスカッション

「できる人が、できる時に、「できる人が、できる時に、
できる事を」できる事を」

ＮＰＯ法人新町川を守る会ＮＰＯ法人新町川を守る会
板東美千代（中村板東美千代（中村 英英雄）雄）
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（６）ま と め
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（７）今後について
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四国水問題四国水問題研究会により取りまとめられた、研究会により取りまとめられた、「中間とりまとめ」「中間とりまとめ」に基づき、に基づき、
各主体が調整・連携して取り組み・検証等を行い、施策の優先順位や各主体が調整・連携して取り組み・検証等を行い、施策の優先順位や
実施主体の考え方等内容の充実を行い、実施主体の考え方等内容の充実を行い、実効性のある実効性のある「提言「提言（最終報（最終報
告書）告書）」」として取りまとめられるとして取りまとめられるものもの。。

「「中間とりまとめ」中間とりまとめ」 ～～ 「提言（最終報告書）」「提言（最終報告書）」 のイメージのイメージ
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